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令和元年度の研究内容とその成果

　令和元年度は，これまで行なってきたス
ピード，回転数といった打球データに基づ
いた技術評価に関する研究に加えて，テニ
スの指導者に対する講習プログラムの実践
について報告します。
【インパクトと打球データに基づいたサー

ビスの課題の設定】

　テニスのサービスにおけるインパクトの
高さに関して，競技力の高い選手ではサー
ビスのインパクトの高さが選手の身長の約
1.5倍の高さであることが報告されていま
す。指導している学生選手のサービスにお

いて，インパクトの高さと打球スピードと
の間に関連があるのかを検討しました。
　図１の通り1stサービスにおけるスピー
ドとインパクト高と身長の比との間に相関
はみられませんでした。サービスのインパ
クト高は身長の約1.5倍の高さであるとい
う先行研究を踏まえると，今回対象とした
大学生テニス選手のインパクト位置は比較
的高い傾向があると考えられます。本研究
では高い打点で打つ選手のサービスが速
いという結果とはならなかったことから，
サービスを打つ時には特段高い打点で打と
うとする必要はないのではないかと考えて
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　　□�スピード，回転数に基づいたテニスの技術評価
　　□�テニスのコーチング

図１　学生選手のサービススピードとインパクト高/身長の関係
スピードとインパクト高に関係はなく，全体的にインパクト高は高い傾向が見られた。



います。選手を指導する際にも現在の打点
から身長の10%程度低い打点で打つことを
目標に，地面を押し出した結果，体が持ち
上がる，または体を回しやすくするために
体を浮かせるというイメージを持たせるよ
うにしてもよいかもしれません。
　今後はこの打球データに基づいたサービ
スの課題設定を基に，どのような練習に取
り組み，どのようにサービス技術を改善さ
せていったか，といったコーチングの取り
組みについてもまとめていきたいと考えて
います。

【地方テニス協会における指導者講習プロ

グラムの実践報告】

　私は地方テニス協会の指導者講習プロ
グラムにおいて2019年１月より講師を務
め，約１ヶ月に１回というペースで講習を
進めてきました。しかし，こうした講習会
では講師からの一方向での情報の伝達が主
となることが多く，指導者の実践を通した
フィードバックの不足などがその課題とし
て挙げられます。日本スポーツ協会はそう
した課題に対し，共通科目の集合講習会に
おいて新カリキュラムを導入し，現場で活
用できる最低限の「知識」と「実践力」の
習得のため，アクティブラーニング形態を
導入することとなりました。こうした現状
を踏まえ，私が担当する指導者講習プログ
ラムにおいても，アクティブラーニング形
態を導入しました。具体的には，講習に参
加した指導者は講習プログラム時にテー
マに沿うトレーニングメニューを考案する

とともに，実際に指導の実践も行うという
ものです。第３回までは座学も取り入れる
など講師側からの情報提供がメインとなる
形で講習を進行しましたが，第４回からは
参加する指導者の方からのアンケートをも
とにそれぞれが学びたい内容をテーマに据
え，講習を進めるようにしました。
　今回はアクティブラーニング形態を導入
した第８回指導者講習の内容を主に報告し
ます。第８回指導者講習の概要は表１の通
りです。導入を兼ねてコーディネーション
トレーニングからネットプレーのトレーニ
ングに繋げる方法を紹介しました。その後，
「段階的指導法」について説明をし，受講
者の理解を深めるため，ネットプレーヤー
のポジションについてまず私が指導の実践
を行いました。続いて，指導者４名ずつの
２グループに分かれ，メニュー立案のため
のディスカッションを行い，グループそれ
ぞれが指導し合う形で実践を行いました。
最後に，練習をよりよくするために制限を
設けることの重要性や，基礎的な練習から
ゲームやポイント練習へ繋げる方法につい
てのフィードバックを行いました。
　表２のアンケート結果をみてみると，第
３回では『フットワークの練習…』『レッ
スンメニュー…』といった具体的な練習法
などの「知識」に関する記述が多くみられ
たのに対し，第８回では『指導を行う順番
は…』『相手の課題に合わせた…』など，
テーマに据えた段階的指導のコンセプトに
関する記述がみられました。「実践力」を
獲得するためには，「学びのプロセス（試



行と振り返り）」が必要である（日本コー
チング学会，2017）といわれています。本

指導者講習プログラムにおいて，アクティ
ブラーニング形態（実践を通した振り返り）

表２　第３回・第８回講習会のアンケート結果（感想・印象に残った点など） 

表１　第８回指導者講習の概要



を取り入れたところ，段階的指導法という
テニスの指導に重要なコンセプトの理解が
深まり，参加した指導者にとってより現場
で活用できる「実践力」の習得に繋がる内
容となったと推察されます。
　今後は指導者講習を受講したコーチや教
員が実際にどのような指導を行うように
なっていったか，という追跡調査を行うこ
とでこれらの講習の効果や，どういった講
習会を開催すべきか，といった点について
も検討していきたいと考えています。


